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最
近
、
寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
報
道

に
対
す
る
一
時
期
の
政
権
の
姿
勢
は
露
骨
な
も
の
で

あ
っ
た
。
一
部
の
テ
レ
ビ
報
道
の
内
容
が
「
政
治
的

に
公
平
で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
総
務
大
臣
が
強

力
な
行
政
指
導
や
運
用
停
止
（
電
波
停
止
）
等
を
命

じ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
法
解
釈
は
、
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。
政
府

の
強
硬
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
憲
法
、
放
送
法
研
究
者
を

中
心
に
批
判
が
あ
い
つ
い
だ
が
（『
世
界
』
二
〇
一
六

年
五
月
号
な
ど
参
照
）、「
行
政
法
」
の
観
点
か
ら
政

府
の
法
解
釈
に
疑
問
を
呈
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
や
や
時
期
を
逸
し
た
感
も
あ
る
が
、

私
見
を
の
べ
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
テ
レ
ビ
局
の
開
設
や
業
務
に
適
用
さ
れ

る
法
律
と
し
て
、
放
送
法
と
電
波
法
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
一
九
五
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
放

送
法
は
「〔
放
送
の
〕
健
全
な
発
達
を
図
る
こ
と
」
を
、

電
波
法
は
「
電
波
の
公
平
且
つ
能
率
的
な
利
用
を
確

保
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
（
放
送
法
一
条
、

電
波
法
一
条
）。
両
者
の
目
的
は
本
来
別
の
も
の
で

あ
る
が
、
放
送
は
電
波
を
使
用
し
て
お
こ
な
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
規
制
が
一
部
重
複
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
さ
ら
に
や
や
こ
し
い
の
は
、
民
放
テ
レ

ビ
局
な
ど
は
「
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
」
と
よ

ば
れ
、
参
入
や
退
出
に
つ
い
て
は
電
波
法
の
規
制
を

う
け
る
が
（
電
波
法
六
条
、
七
条
二
項
四
号
、
二
二

条
）、
放
送
内
容
（
番
組
規
律
と
い
う
）
に
つ
い
て

は
放
送
法
の
規
制
を
う
け
る
こ
と
で
あ
る
（
放
送
法

三
条
～
一
四
条
、
九
一
条
以
下
）。

　
し
か
し
、
二
つ
の
法
律
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
両
者
の
関
係
（
棲
み
分
け
）
を
明
確
に
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
例
は
電
波

法
七
五
条
一
項
で
あ
る
。
同
項
前
段
は
、
免
許
人
が

電
波
法
五
条
一
項
等
に
よ
り
免
許
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
な
っ
た
と
き
、
同
項
後
段
は
、「
認

定
基
幹
放
送
事
業
者
」（
民
放
テ
レ
ビ
局
は
こ
れ
に

当
た
ら
な
い
）
の
認
定
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
総
務
大
臣
が
、
無
線
局
の
免
許
を
取
り
消

す
と
定
め
る
。注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
後
段
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
総
務
大
臣
は
ま
ず
放
送
法
一
〇
三
条
に

よ
っ
て
認
定
を
取
り
消
し
、
認
定
の
効
力
を
失
わ
せ

た
後
で
電
波
法
に
よ
っ
て
無
線
局
の
免
許
を
取
り
消

す
の
で
あ
り
、
認
定
取
消
し
と
い
う
処
分
を
と
ば
し

て
、
い
き
な
り
無
線
局
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
（
た
だ
し
、
両
者
の
処
分
が
時
間
的
に
同

時
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
）。
こ
れ
を
行
政

法
学
で
は
、
認
定
（
処
分
）
の
公
定
力
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
在
争
点
と
な
っ
て
い
る
電
波
法

七
六
条
一
項
は
、（
七
五
条
の
よ
う
な
）
処
分
の
要

件
や
放
送
法
と
の
関
係
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
ず
に
、
い

き
な
り
「
総
務
大
臣
は
、
免
許
人
等
が
こ
の
法
律
、

放
送
法
…
…
に
違
反
し
た
と
き
は
」、
無
線
局
の
運

用
停
止
な
ど
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
定
め
方
で
は
、

総
務
大
臣
が
無
線
局
免
許
人
の
電
波
法
、
放
送
法
上

の
細
か
な
ミ
ス
や
技
術
的
な
違
反
を
と
ら
え
て
自
由

に
電
波
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
規
定
は
あ
ま
り
に
概
括
的
、
抽
象
的
で

法
治
主
義
に
反
し
、
さ
ら
に
放
送
に
よ
る
表
現
の
自

由
を
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
違
反

（
違
憲
）
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
波
法
七
五
条
に
な
ら
う
と
、「
放
送
法

に
違
反
し
た
」
と
断
じ
る
た
め
に
は
、
放
送
法
上
の

手
続
に
則
っ
た
判
断
（
処
分
や
勧
告
）
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
す
で
に
多
く
の
人
が
論
じ
て
い
る
よ

う
に
、放
送
番
組
が
「
政
治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
」

を
唱
っ
た
放
送
法
四
条
に
関
し
て
、
総
務
大
臣
の
関

与
を
認
め
た
規
定
は
ど
こ
に
も
な
い
（
政
府
は
放
送

法
一
七
四
条
を
あ
げ
る
が
、同
条
は
カ
ッ
コ
書
き
で
、

「
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
を
除
く
」
と
明
記
し

て
い
る
。
ま
た
、法
律
に
根
拠
の
な
い
行
政
指
導（
警

告
、
勧
告
）
に
は
違
法
性
を
確
定
さ
せ
る
効
果
が
な

い
）。
そ
う
す
る
と
、
政
府
の
法
解
釈
は
、
総
務
大

臣
が
放
送
法
で
は
違
法
と
認
定
で
き
な
い
行
為
を
、

電
波
法
に
よ
っ
て
違
法
と
断
じ
る
こ
と
を
容
認
す
る

と
い
う
誤
り
を
お
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
い
う
と
、
電
波
法
七
六
条
の
よ
う
な
粗
雑

で
強
権
的
な
規
定
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
、
直
ち
に
廃

止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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総
務
大
臣
は
、放
送
法
違
反
を
理
由
に

電
波
法
の
権
限
を
行
使
で
き
る
の
か
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